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     フォレスターうじ 

 

十
一
月
特
別
活
動 

 

交
野
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会
と
の
交
流
会
と 

交
野
山
ハ
イ
キ
ン
グ 

活
動
日 

十
一
月
一
日
（
日
）
九
時
～
十
五
時 

曇 

参
加
者 

会
員
十
一
名 

 

大
阪
府
の
北
東
部
交
野
市
に
あ
る
交
野
森
林
公
園
を
中
心

に
里
山
の
保
全
・
整
備
活
動
を
さ
れ
て
い
る
「
交
野
里
山
ゆ

う
ゆ
う
会
」
様
と
の
交
流
を
目
的
に
宇
治
市
内
を
出
発
。
第

二
京
阪
道
路
（
の
側
道
）
を
通
り
、
九
時
四
十
分
頃
同
会
の

活
動
拠
点
に
到
着
。
奥
田
会
長
様
や
会
員
の
方
々
に
温
か
く

迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い
た
。 

同
会
は
、
平
成
十
三
年
に
設
立
さ
れ
、
現
在
の
会
員
数
は

九
十
六
名
、
定
例
活
動
を
月
三
回
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
活
動
と

し
て
竹
伐
り
チ
ー
ム
活
動
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
活
動
、
ク
ラ
フ
ト

活
動
を
定
期
的
に
開
催
。
ま
た
対
外
活
動
と
し
て
地
元
小
学

校
の
森
林
体
験
活
動
支
援
や
学
童
保
育
児
童
へ
の
夏
休
み
ク

ラ
フ
ト
教
室
の
開
催
等
多
彩
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る
と
の

こ
と
。 

午
前
の
交
流
会
で
は
同
会
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
。
新
規
会
員
獲
得
に
あ
た
っ
て
は
、
里
山
講
座
を
年

六
回
開
催
し
、
整
備
活
動
の
基
礎
を
座
学
と
実
習
で
教
え
て

い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
拠
点
近
隣
の
集
会
所
で
毎
月
一
回
開

催
の
ク
ラ
フ
ト
教
室
は
、
父
兄
に
も
里
山
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
幼
児
の
参
加
も
受
け
入
れ
て
い
る
等
工
夫
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

交
流
会
の
後
、
当
会
久
保
井
会
員
の
案
内
で
交
野
山
山
頂

を
目
指
し
て
拠
点
を
出
発
。
途
中
侵
食
竹
の
伐
採
作
業
を
見

学
し
登
山
道
を
散
策
し
、
昼
前
に
山
頂
の
観
音
岩
に
到
着
。

京
都
盆
地
、
大
阪
平
野
、
奈
良
の
若
草
山
や
東
大
寺
の
屋
根

等
三
百
六
十
度
の
パ
ノ
ラ
マ
展
開
で
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
た
。
遠
方
は
や
や
霞
ん
で
い
た
が
、
晴
れ
て
い
れ
ば
六

甲
山
や
明
石
海
峡
大
橋
の
主
柱
も
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。 

十
一
月
定
例
活
動 

冒
険
の
道
か
ら
野
鳥
観
察
小
屋
周
辺
の
整
備 

活
動
日 

 

十
一
月
十
五
日
（
日
） 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員 

十
名 

後
援
会
員 

一
名 

一
日
体
験
者 

一
名 

 

 

気
持
ち
の
良
い
秋
晴
れ
と
な
っ
た
。
気
温
は
二
十
度
を

越
え
る
と
の
予
報
で
絶
好
の
活
動
日
和
と
な
っ
た
。 

い
つ
も
の
よ
う
に
、
朝
礼
を
行
い
、
一
日
体
験
の
織
田

さ
ん
を
紹
介
し
た
後
、
本
日
の
活
動
場
所
で
あ
る
野
鳥
観

察
小
屋
付
近
へ
移
動
し
た
。
冒
険
の
道
の
登
坂
に
息
が
切

れ
、
馬
の
背
展
望
台
で
小
休
止
。 

野
鳥
小
屋
を
目
指
す
途
中
に
も
倒
木
が
あ
り
、
対
応
で

き
る
範
囲
で
処
理
を
し
た
。
野
鳥
観
察
小
屋
周
辺
は
一
面

の
落
ち
葉
の
上
に
伐
倒
し
た
木
や
枝
が
散
乱
し
て
い
る

状
態
。
粟
津
会
員
を
リ
ー
ダ
ー
に
早
速
整
備
を
始
め
た
。 

野
鳥
観
察
小
屋
か
ら
落
ち
葉
の
道
を
少
し
上
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
取
り
掛
か
っ
た
。
桟
積
み
を
行
う
場
所
を
決

め
、
周
辺
に
散
乱
し
て
い
る
木
や
枝
を
積
ん
で
い
っ
た
。

太
く
て
重
た
い
木
も
数
人
で
力
を
合
わ
せ
て
持
ち
上
げ

た
り
転
が
し
た
り
し
て
積
ん
で
い
く
。
無
理
と
思
わ
れ
た

大
き
な
丸
太
も
皆
で
か
か
れ
ば
動
か
せ
る
。
見
る
見
る
う

ち
に
桟
積
み
が
大
き
く
な
り
、
周
辺
は
き
れ
い
に
な
っ
て

い
く
。
集
団
の
力
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
正
午
前
に
一
段

落
し
、
お
昼
の
休
憩
。
野
鳥
小
屋
周
辺
で
思
い
思
い
に
弁

当
を
と
っ
た
。
休
憩
中
に
大
阪
か
ら
来
ら
れ
た
十
数
人
の

グ
ル
ー
プ
が
下
山
し
て
い
っ
た
。
天
ケ
瀬
森
林
公
園
は
ハ

イ
カ
ー
に
は
知
ら
れ
た
場
所
の
よ
う
で
、
そ
こ
の
整
備
を

し
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
も
て
た
。
休
憩
中
も
元
気
で
手

持
ち
無
沙
汰
な
会
員
が
枝
を
払
っ
た
り
し
て
整
備
を
始

め
る
。
一
人
、
二
人
と
増
え
て
昼
休
憩
は
い
つ
の
間
に
か

終
わ
っ
て
活
動
が
再
開
さ
れ
、
ほ
ど
な
く
野
鳥
観
察
小
屋 

周
辺
も
整
備
を
終
了
し
た
。 

帰
り
は
こ
も
れ
び
の
道
を
歩
き
、
通
行
止
め
の
原
因
と

な
っ
た
崩
落
の
跡
を
抜
け
て
戻
っ
た
。
市
に
よ
る
早
期
の

復
旧
が
望
ま
れ
る
。 

道
を
抜
け
る
と
京
都
大
作
戦
の
森
の
も
み
じ
が
紅
葉

し
て
と
て
も
き
れ
い
だ
っ
た
。
紅
葉
が
見
ご
ろ
に
な
っ
た

快
晴
の
日
曜
日
の
せ
い
か
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
、

皆
の
奮
闘
に
よ
っ
て
整
備
が
進
み
、
達
成
感
の
あ
る
活
動

だ
っ
た
。 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

（
記 

林 

幸
広
） 
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11/15 快晴の中の紅葉 

とてもきれいだった。 

11/15 野鳥観察小屋周辺での桟積み作業 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山
頂
で
の
昼
食
後
下
山
。
途
中
、
市
営
の
い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
に
立
ち
寄
り
、
野
鳥
・
昆
虫
等
の
展
示
や
資
料
を

見
学
し
拠
点
に
帰
着
。 

午
後
の
交
流
会
で
は
当
会
の
活
動
内
容
を
紹
介
。
整
備
の
内

容
、
モ
ミ
ジ
の
植
樹
、
ド
ン
グ
リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
内
容

を
説
明
。
質
疑
・
回
答
を
し
て
交
流
会
を
終
了
し
た
。 

◇
同
会
ク
ラ
フ
ト
チ
ー
ム
の
竹
細
工
技
能
は
見
事
な
も
の
で

あ
り
、
興
味
の
あ
る
方
は
入
会
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
な
い
中

で
も
我
々
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
同
会
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
感
染
防
止
を
し
つ
つ
参
加
さ
れ
た
当
会
員
皆
様
、
お

疲
れ
様
で
し
た
。 

（
記 

深
田 
和
夫
） 

 

特
別
寄
稿 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
と
の
交
流
会
を
行
っ
て 

大
阪
府
交
野
市 

交
野
（
カ
タ
ノ
）
里
山
ゆ
う
ゆ
う
会 

会
長 

奥
田 

中
（
ア
タ
ル
） 

 

十
一
月
一
日
（
日
）
、
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
の
一
行
十
一
名
が

交
流
の
た
め
に
来
訪
さ
れ
た
。
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
活
動
地
を

巡
回
し
、
交
野
山
（
コ
ウ
ノ
サ
ン
）
の
山
頂
ま
で
足
を
延
ば
し
て

昼
食
。
下
山
後
、
拠
点
地
の
小
屋
に
て
我
々
交
野
里
山
ゆ
う
ゆ

う
会
の
メ
ン
バ
ー
と
約
一
時
間
の
意
見
交
換
を
実
施
。
小
屋
内

に
は
ク
ラ
フ
ト
グ
ル
ー
プ
作
成
の
力
作
も
展
示
し
、
見
て
貰
っ

た
。 フ

ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
殿
の
活
動
地
に
は
珍
し
く
竹
林
が
無
い

と
の
こ
と
で
活
動
内
容
の
違
い
に
も
気
づ
か
さ
れ
た
。
ま
た
鹿

の
害
に
弱
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
交
野
で
も
こ
こ

数
年
イ
ノ
シ
シ
に
悩
ま
れ
て
い
て
今
後
は
獣
害
と
の
闘
い
も
活

動
の
中
心
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。 

久
し
ぶ
り
の
交
流
会
は
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

 
 

 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
三
年
一
月
以
降
の
予
定
で
す
。
当
月
の
定
例
活
動
の
詳
細
は
、
当

月
の
「
活
動
案
内
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

一
月
特
別
活
動 

 
 

一
月
十
日
（
日
） 

 
 

・
令
和
三
年
安
全
祈
願 

宇
治
上
神
社 

 
 

・
新
年
会
は
中
止
し
ま
す
。 

一
月
定
例
活
動 

一
月
十
七
日
（
日
） 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
整
備
と
門
松
制
作 

会
員
動
向 

 

入
会 

田
中
一
夫 

 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
は
、
新
し
い
仲
間
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
参
加
し
て
下
さ
い
。 

年
会
費 

二
千
円 

 

入
会
金 

千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 

編
集
後
記 

 

今
月
の
活
動
に
も
一
日
体
験
者
が
参
加
し
て
く
れ
た
。
森
林
保
全
活

動
は
体
の
運
動
に
も
な
る
し
、
作
業
が
終
わ
っ
た
後
の
森
林
の
景
色
が

見
違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
っ
て
気
持
ち
い
い
。 

 

老
い
も
若
き
も
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
う
。 

（
会
報
担
当 

木
曽 

宗
統
） 

（
写
真
担
当 

林 
 

幸
広
） 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
」
事
務
局 

宇
治
市
折
居
台
二
丁
目
一―

五 

木
曽 

宗
統 

方 

℡
〇
九
〇―

九
二
七
〇―

〇
七
六
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

交野山山頂（観音岩）にて

当会会員の雄姿 

 

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
日
体
験 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

申
込
み
随
時
受
付
中
。 

 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
保
全
活

動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
フ
ォ
レ
ス

タ
ー
う
じ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
い
っ
し
ょ
に
い

い
汗
を
か
き
ま
し
ょ
う
。 

交野里山ゆうゆう会の活動拠点

にて意義のあった交流会 

写
真
提
供 

新
宮 

邦
春 


